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年 7 月 10 日、性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律（性同一性障害特例法）
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 第 1 節 通俗性科学の担い手とメディア―『人間探究』と高橋鐡 


















































  第 2 項 『人間探究』の書誌 
 
『人間探究』の刊行年数は 1950 年５月～1953 年８月まで続き、計 36 冊（臨時増刊号含
む）が発行されている。11 号、16 号、19 号は「増刊号」として刊行されており、それぞ
れ「性と犯罪」（11 号、1951 年 5 月、以下号数を掲げる場合、年は下二桁のみ記す）、「日
本性人物史」（16 号、51 年 9 月）、「性の悩み解決号」（19 号、51 年 12 月）と特集中心に
編集がなされている。1953 年からは出版社が変わっており、1952 年までに出されたものと
は内容も含め、多少の差異があるため、本稿では扱わない。1952 年まではほぼ月刊で出さ
れており、版型は A5 版、出版社は第一出版社（1953 年 5 月号からは探求社）である。ペ









































（マルクスとフロイド）（３号、50 年 8 月）／性科学語について……（４号、50 年９月）
／皇居前のモラル（羞恥嫌悪の好適例（５号、50 年 10 月）／二つの言葉（６号、50 年 11
月）／ローレンスを護れ！（性と法律）（７号、50 年 12 月）／再び性に対する法律の迷信
（８号、51 年１月）／秘密々々の国へ！（口すべりの真理）（９号、51 年 2 月）／『源氏
物語』発禁―検閲コムプレクスの問題（10 号、51 年 4 月）／「エロ雑誌」と見られて……
（12 号、51 年 5 月）／法廷綺聞 尻尾を出した福田恆存氏（13 号、51 年 6 月）／危いッ
……警告（14 号、51 年７月）／処女膜の音―必要の前に罪なし！（15 号、51 年８月）／














































































































































































































63 年に一審判決を受け、敗訴、控訴する。68 年控訴審判決、70 年最高裁判決はいずれも











1914 桜川尋常小学校入学。20 年錦城商業学校入学 
1923 関東大震災により焼け出されて、一家は離散 













































高橋敏夫編「高橋鐡年譜」『新文芸読本 高橋鐡』（河出書房新社、1993 年）218～223 頁
より作成 
 
 第 2 節 男性性の称揚と異性愛規範の強化 































































































































































































































































































































第 3 節 同性愛の周縁化 



























































































  第 2 項 同性愛の排除 
 










































































































                                                   
１赤川学『セクシュアリティの歴史社会学』（勁草書房、1999 年）198 頁。 





ミリー・トラブル』（明石書店、2006 年）173 頁）と指摘している。 
４木本至『雑誌で読む戦後史』（新潮新書、1985 年）182 頁。 
５山本明『カストリ雑誌研究』（出版ニュース社、1976 年）33 頁。 
６無署名「性ジャーナリズムの解剖」（『毎日情報』６巻 8 号、1951 年 8 月）70 頁。 
７無署名「男と女（グラビア）」（『人間探求』４号、1950 年９月）７頁。 
８T「『エロ雑誌』と見られて……」（『人間探求』12 号、1951 年 5 月）９頁。 





                                                                                                                                                     
１２同前、23 頁。 
１３同前、24 頁。 




1972 年 6 月）、斎藤夜居『悩まざりし人ありや 評伝 高橋鐡』（太平書屋、1980 年）、『新
文芸読本 高橋鐡』（河出書房新社、1993 年）、鈴木敏文『性の伝道者 高橋鐡』（河出書房
新社、1993 年）がある。『えろちか』は年譜、『新文芸読本 高橋鐡』は業績一覧が掲載さ
れ、高橋の軌跡を知るてがかりとなる。高橋に言及する著作はおおむね 70 年代と 90 年代
に集中している。70 年代は言うまでもなく高橋の死去によって後発の学者や作家が彼に注
目したからである。90 年代は 91 年から河出文庫で「高橋鐡コレクション」が刊行されたの
がきっかけで高橋の人物評が出版された。 
１６『あるす・あまとりあ』の販売数には諸説あり、鈴木敏文は 60 万部以上（前掲、『性の
伝道者 高橋鐡』94 頁）、紀田順一郎は 100 万部以上（紀田順一郎『にっぽん奇行・奇才
逸話事典』（東京堂出版、1992 年）165 頁）、高取英は 200 万部（高取英『性度は動く』（情
報センター出版局、1985 年）226 頁）と記している。少なく見積もって数十万部は販売さ
れたものと思われる。 
１７前掲、『性の伝道者 高橋鐡』26～27 頁。 
１８大島渚「性の虚偽をあばく 私が舌を巻いた人物」（『えろちか 臨時増刊』38 号、1972




い」『歴史学研究』542 号、1985 年 6 月）。 





























２９前掲、『あるす・あまとりあ』40 頁～41 頁。 
３０同前、42 頁。 
３１高橋鐡『新 あるす・あまとりあ』（あまとりあ社、1962 年）44 頁。 
３２高橋鐡「江戸艶本研究（１）」（『あまとりあ』1 巻 3 号、1951 年 5 月）16～17 頁。 
３３前掲、『続 あるす・あまとりあ』141 頁。 
３４同前、253 頁。 
３５高橋鐡『異常性愛 36 相の分析』（あまとりあ社、1950 年）38～39 頁。 
３６高橋鐡『日本の神話』（光文社、1967 年）３～４頁。 
３７「相談と回答 文化人夫妻の性生活の懊悩」（『人間探求』4 号、1950 年 9 月）49 頁。相
談者は「九州、瀧本」。 
３８同前、50 頁。回答者は高橋鐵。 
３９「相談と解答 『性』の精神苦」（『人間探求』10 号、1951 年４月）100 頁。回答者不明。 









                                                                                                                                                     
かし、妾は別にそれを悲しみませんし、それによる何の苦痛も感じません。ですから不感
症の症とは云えないのではないでしようか」（「相談と回答 深刻な性の悩み三態」『人間探




４２「性愛相談 独身者の悩み解剖」（『人間探求』19 号（増刊号）、1951 年 12 月）54 頁。
回答者は高橋鐵。 
４３神近市子、羽仁説子、高橋鐵「結婚・性道徳 ★社会問題としての『性』討論会」（『人
間探求』2 号、1950 年 7 月）34～35 頁。 




号、1950 年 9 月）36～37 頁。 






















                                                                                                                                                     
６３前掲、『あぶ・らぶ』98 頁。 




６６「『異常性愛』者の分析」（『人間探求』３号、1950 年７月）46～47 頁。相談者、「広島 
梅谷」。 
６７同前、47 頁。回答者は高橋鐵。 
６８「相談と回答 同性愛者は隆起力が不完全か？」（『人間探求』22 号、1952 年 2 月）62
～63 頁。回答者竹内兵衛。 
６９「天国か地獄か 男子同性愛者の集い」（『人間探求』８号、1951 年１月）79 頁。発言
者は高橋鐵。出席者は伊藤晴雨、A 氏（27 歳）、B 氏（23 歳）、C 氏（21 歳）である。 






























 第 1節 戦争と戦後を生きる男娼 
























































































































































第 2節 ゲイボーイの出現 




























































































































































 第 3節 都市に咲く「陰花植物」 






































































































































４『内外タイムス』1949年 7月 30日付。  
５角達也『男娼の森』（日比谷出版社、1949 年）49～50 頁。ちなみに角のプロフィールは










９「“夜の男”の集団暴行 警視総監殴らる 上野で記者ら袋叩き」『毎日新聞』（1948年 11
70 
 






























２９アメリカ軍は同性愛者の軍隊への入隊を拒否していた。1990年代の「Don’t ask don’t tell」
（言うな、聞くな）を経て、撤廃されたのは 2010年になってからであった（「米軍の同性
















































第 1 節 「解放」主義的言説の担い手たち 




























筆している。ただし『猟奇』の頃は「刺青談議」（3 号、47 年 1 月）、「街頭よりの性的採



























『風俗科学』創刊号（53 年 8 月）では早速、同性愛者のための相談欄が開設することを
示唆しているが、その相談が第 1 章で見たような「治療」を目的にしていたかは定かでは








特異風俗研究会という名前が、54 年 1 月では風俗科学研究会と改められ、会への入会案
内広告が載っている。 
























会に入るには入会金 100 円、『風俗科学』3 ヶ月以上（54 年７月からは 4 ヶ月以上）の
前金読者になれば入会できた。ちなみに『風俗科学』は月刊 100 円である。また当初は日
本人のみであったが、54 年 7 月に「Ｊ・ウヰンストン」と名乗る人物からの投稿があり、
会則を変更し、男性であれば誰でも入会できるようにした。54 年 9 月からの広告では全会
員の名簿を購入する場合は 200円（54 年 11月から 300円）が必要であった。 
会の運営は入会金と前金で集めた資金によって運営しており、時期は経ってから会の組
織に尽力した編集長の西條道夫は「FKK はモウケどころか全然の赤字」２１と述べている。
また 54 年 6 月に「ＦＫＫに多額の御寄附を下さつた神戸市のＳＹ様に厚く御礼申上げま
す」２２とあり、寄付も受けていることがわかる。会員数は定かではないが、54 年 6 月で
「会員が一ヶ月で二倍に増加」２３し、54 年 10 月で「まだ五百人そこそこ」２４であったよ
うだ。 
誌面上でのやり取りだけでなく、実際に会員が会合を持ったこともあった。54 年 10 月
9 日、浅草の浅草寺（『風俗科学』紙上では 10 月に開催すると予告だけ記されており、場
 76 
所・日時などは記されていない）にて会の親睦会がもたれた。親睦会の様子は『風俗科学』



















































































第 2 節 「解放」主義的言説の論理３６ 
















































































































































































第 3 節 異性愛への同調圧力 


























































































































                                                   
１古川誠「『解説』―第 1・2 巻及び第 3巻『鶏姦罪時代の関連新聞記事』」（『編集復刻版 戦
前期 同性愛関連文献集成』3巻、不二出版、2006年）8頁。 
２同じ内容で 1958 年に『そどみあ挽歌』が新鋭社から出版されている。 
３太田典礼編著『第三の性』（妙義出版、1957年）428頁。 
４鹿火屋一彦「そどみあの断層」（『風俗草紙』1巻 8号、1953年 11 月）145頁。 





８編集部「お知らせ」（『風俗科学』1巻 1号、1953 年 8 月）180 頁。 
９扇屋は風俗科学研究会に対して無報酬で働いているという（「ＦＫＫに感謝」（『風俗科学』
2巻 12号、1954 年 12 月、53 頁）。 
１０無署名タイトル無し（『風俗科学』1巻 3号、1953 年 11 月）170 頁。 
１１無署名「特異風俗研究会のお知らせ」（『風俗科学』1 巻 4 号、1953 年 12 月）48頁。 
１２同前、48 頁。 
１３無署名「そどみあの集い『風俗科学研究会』会員募集」（『風俗科学』2巻 2号、1954
年 2 月）73頁。 
１４編集長西條道夫が「男色に関する十二章」（『風俗科学』1954 年 10月）を発表しており、
この時期では最大の正当化言説といえよう。 
１５54年 10月の広告では送料 8 円を 4ヶ月分前納するように記されている。 
１６西條生「Ｆ・Ｋ・Ｋへの御招待」（『風俗科学』2 巻 10 号、1954 年 10月）165 頁。ち
なみに『羅信』で掲載されたのは現在わかっている範囲で、難波四郎「そどみあとその結
婚問題」（月報 8 号）、難波四郎「多情の倫理」（月報 12 号）がある。 
１７西条〔道夫〕生「そどみあの花園」（『風俗科学』2 巻 7 号、1954 年 7 月）118～119頁。 
１８「ホモの頁」（『風俗科学』3 巻 2 号、1955 年 2 月）165 頁。 
１９ＯＮ生「そどみあ花園」（『風俗科学』2巻 6号、1954年 6月）133頁。 
２０西条〔道夫〕「そどみあ花園」（『風俗科学』2 巻 6 号、1954 年 6 月）133 頁。 
２１西〔條道夫〕「ホモの頁」『風俗科学』（3 巻 2 号、1955 年 2 月）165 頁。 
２２（編集部）「編集後記」（『風俗科学』2 巻 6 号、1954年 6 月）180 頁。 
２３同前、180頁。 
２４西條〔道夫〕生「Ｆ・Ｋ・Ｋへの御招待」（『風俗科学』2 巻 10 号、1954 年 10 月）165
頁。 
２５西條〔道夫〕生「Ｆ・Ｋ・Ｋ秋季大会記 ホモの会の記録」（『風俗科学』2巻 12号、
1954 年 12 月）177 頁。 
２６無署名「特別人事相談開始のおしらせ！」『風俗科学』３巻１号、1955年１月、167頁。 
２７無署名「扇屋亞夫の特別相談所」（『風俗科学』3 巻 3 号、1955 年 3 月）178頁。 
２８無署名「FKK 会員のお知らせ」『風俗科学』（３巻１号、1955 年１月）165 頁。ちなみ
に扇屋はバアに対してはやや批判的であった。『風俗科学』（2 巻 7 号、1954年 7 月、121
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（3 巻 2 号、1955 年 2 月、164頁）では扇屋がバアの主人と懇意であることが書かれてい
る。 
２９アドニス会については「特集 アドニスの杯」『彷書月刊』（245 号、2006 年 3 月）に
詳しい。 
３０扇屋亞夫「私のページ」（『風俗科学』3巻 2号、1955年 2月）79 頁。 
３１一ソドミイ生「ソドミア通信」（『風俗科学』第 1 巻第 3号、1953 年 11 月）168 頁。 
３２Ｒ・Ｔ生「そどみあの花園」（『風俗科学』2 巻 10 号、1954 年 10 月）50 頁。 
３３かびやかずひこ「少年同性愛」『風俗科学』2 巻 4 号、1954 年 4 月、39 頁） 
３４藤井晃「そどみあ通信」（『風俗草紙』１巻１号、1953 年 7月）130頁。 








れ、岩倉具栄「オスカア・ワイルドの情熱」（『人間探求』1951 年 4 月）、岩倉具栄「天才
と同性愛」（『人間探求』1951年 10月）、田中純夫「現代文学のテーマとしての同性愛」（『人
間探求』1953 年 8 月）中野正直「同性愛者としてのアンドレ・ジイド」（『人間探求』1953
年 8 月）などである。部分的には扇屋亞夫「男色者とその性的特質」（『風俗科学』1953
年 10 月）、西條道夫「男色に関する十二章」（『風俗科学』1954 年 10 月）やかびやかずひ
こが言及している。 
３７村田生「そどみあ通信」（『風俗草紙』1巻 5号、1953年 8月）160頁。 
３８藤井晃「そどみあ通信」（『風俗草紙』1巻 5号、1953年 8月）162頁 
３９藤井晃「そどみあ通信」（『風俗草紙』2巻 9号、1954年 9月）175頁。 
４０鹿火屋一彦「そどみあの断層」（『風俗草紙』1巻 8号、1953年 12月）140頁。 
４１同前、142頁。 
４２かびや・かずひこ「同性愛における精神派と肉体派」（『あまとりあ』4 巻 8 号、1954
年 8 月）157 頁。 
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４３鹿火屋一彦「男色は治癒できるか」（『風俗草紙』1巻 9 号、1953年 12月）141 頁。 
４４かびや・かずひこ「同性愛のユートピア」（『あまとりあ』4巻 11 号、1954年 11月）































































は流行する―その社会的考察」（『風俗科学』1 巻 1 号、1953 年 8 月）
45頁。 
４９扇屋亞夫「男色者とその性的特質」（『風俗科学』1巻 2 号、1953年 10月）、157 頁。 
５０坂田春人「ソドミア随想」（『風俗科学』１巻 3号、1953年 11 月）170 頁。 








































５５E・T生「そどみいの花々」（『風俗科学』2 巻 4 号、1954 年 4 月）133 頁。 








                                                                                                                                                     
もちになつていないでしよう。左様。治そうなどという努力はなさらずに、自然の成行に
任せることが、一番いいと私は思います。」（藤井晃「そどみあ通信」（『風俗草紙』１巻 3
号、1953 年 9 月）163～164 頁。）と相談者の意思を尊重する発言を行っている。この時
期の言説としては稀有であった。 
５８かびや・かずひこ「同性愛最初の契機」（『あまとりあ』4 巻 9号、1954 年 9月）24 頁。 
５９「変態」を讃美する言説に犯罪視を避けようとするものがある。鬼山絢策「変態讃美論」













６０坂田春人「同性愛に悩む友へ」（『風俗科学』2巻 1号、1954年 1月）149 頁。 
６１宮島みつぐ「そどみあの精神から肉体へ」（「そどみあの世界」『風俗科学』2 巻 4 号、
1954 年 4 月）141 頁。 
６２西條道夫「風俗科学研究会に就いて」（『風俗科学』2 巻 8 号、1954 年８月）181 頁。 

















年 8 月）155 頁。 
６９かびや・かずひこ「セミプロ・ソドミアの生活と意見」（『あまとりあ』4 巻 10 号、1954
年 10 月）48 頁。 
７０かびや・かずひこ「ソドミイ五つの変型」（『風俗科学』2 巻 1号、1954 年 1月）43 頁。 
７１同前、43 頁。 
７２「そどみあ通信」（『風俗科学』2 巻 2 号、1954 年 2 月）167 頁。 
７３前掲、扇屋亞夫「男色者とその性的特質」160 頁。 
７４扇屋亞夫「F・K・Kだより 風俗科学研究会のことども」（『風俗科学』2 巻 9 号、1954
年 9 月）85頁。 





るものがあります。」（藤井晃「そどみあ通信」（『風俗草紙』2 巻 8 号、1954 年８月）70
頁。） 




８１東榮一「友愛讃歌」（『風俗科学』2巻 7号、1954 年 7 月）191 頁。 
８２ＩＮ生「ＦＫＫのお便り」（『風俗科学』2 巻 12 号、1954年 12月）166頁。 
８３埼玉・生「ホモの頁」（『風俗科学』3 巻 2 号、1955年 2 月）165 頁。 
８４扇屋〔亞夫〕「ホモの頁」（『風俗科学』3 巻 2 号、1955 年 2 月）165 頁。 


































































第 1節 富士高校放火事件の概要 





1973 年 9 月 23 日正午ごろ東京都立富士高校（中野区）で 1 回目の火災が発生した。1
年Ａ組の教室から出火し、すぐに消し止められた。しかし同日夕方ごろ 2 回目の火災が発
生し、同教室から再び出火した。その後 10月 26日午前 2時ごろに 3回目の出火が新館（北
館）の２階化学準備室前の廊下、１階１年 A 組教室前廊下、１階１年 B組教室内で火災が
発生した。3回目の出火はマスコミも写真入りで報道している９。ちなみに Aの別件逮捕は




















年 月日 出来事 
1973 9/23 富士高校校舎で火災発生（正午と夕方） 
 10/26 
午前 2 時ごろ、富士高校校舎で火災発生（富士高校放火事件として捜
査）、その後 74年 9月 18日、75年 4月 17日にも火災発生 
 11/12 A逮捕（窃盗容疑） 
 11/24 A、富士高校放火事件での「犯行」認める 
1974 1/17 検察、懲役 8年を求刑 
 4/ A君を守る会結成 
 7/4 A、保釈される 
1975 3/7 
東京地裁、放火事件を無罪（窃盗は懲役 1年 6ヶ月執行猶予 2年）、別
件逮捕を違法とした 
 3/20 検察、東京高等裁判所に控訴 
1978 3/29 東京高裁、控訴棄却判決、別件逮捕は適法とした 
 4/12 検察、上告せず。判決確定 
 8/2 A、警察を特別公務員暴行陵虐罪で告訴 










































のような手法で進められた強引な捜査で浮上したのが、定時制生徒の B である。B は事件
当日の午前 1 時ごろマラソンをして学校付近を通りかかった時、A を目撃したと警察の取
り調べで「証言」している。もっとも、ルポライターの高橋一穂によれば、Ｂは最初の取





事情聴取でそれを語っている。B はそのようななかで A を「犯人」として挙げざるを得な














M〔刑事〕 D のじいさんを呼んで、お前が D から金を「たかる」ためにつき合っ
ていたとはっきり言っといてやろうか。エエ?! これは脅しじゃない、本当に D をよ
び出してあるんだ、いずれ D の家族も、ここへしょっぴいてきて取調べをするんだ!!
わかったか!! 
私はびっくりした。D さんを妻子共々、警察に呼び出して調べるという。私と D 氏
との間柄は、他人はもちろん、とりわけ家庭には、絶対に知られてはならない関係で

















































第 2項 逮捕後から裁判へ 
 



















































































第 3項 裁判闘争と支援運動の盛り上がり 
 























富士高校の有志の生徒は学校側との交渉が頓挫した後、裁判を傍聴していた。74 年 4 月
末に卒業生・在校生数人により、A への支援を積極的に進めるため、「A 君を守る会」を結
成する。この会は事件を社会に訴えるとともに、学校側の対応を批判する行動に出る３７。





























 75年 3月 7日、東京地裁で判決が下り、Aは窃盗については懲役 1年 6ヶ月（執行猶予
2 年）、放火については無罪となった。次に地裁はどのような判断で放火については無罪判
決をおこなったのか、順を追ってみていく。 













































考書二、三冊を使用した」４７と供述している。しかし、（a）「自分の教室」（全日制 1 年 G








































































 その後、検察は地裁の判決に不服として、75 年 3 月 20 日高等裁判所へ控訴する。そし




















 78 年 4 月 12 日、検察は上告を断念し、判決が確定する。そして A と弁護士らは警察の
不法を訴えるため、78年 8月 2日、警察による取調べを違法とし、特別公務員暴行陵虐罪
で告訴したが、同年 10月 28日に不起訴処分となった。 
 そのため国と都に対して慰謝料 1780 万の支払いを求めて国家賠償請求訴訟をおこなう。

































































第 2節 支援者たちと三つの被差別性 
 第 1項 被差別部落 
  




































































 第 2項 「A君を守る会」 
 











































 第 3節 同性愛をめぐるポリティクス 























































































た。その時、D さんから『私が A の住居を確保して、身許引き受け人になる』という
申し出がありました。しかし私としては、D さんと A 君は、特殊な関係
・ ・ ・ ・ ・
であるし、そ
のような人間が A 君の保証人になる事は、裁判所に対して悪い印象を与える



































  第 2項 Aと支援者たち 
 








































































































































































                                                   
１日本弁護士連合会人権擁護委員会編『誤判原因の実証的研究』（現代人文社、1998年）。 
２プロジェクト G編『オトコノコのためのボーイフレンド』（少年社、1986年）。また同時



















７Ａのプロフィールは以下の通りである。1944 年 9 月 4 日兵庫県生まれ。父方の祖父は被


















年 11月、8巻 11号）、百瀬和男「冤罪と弁護士活動」『新地平』（1978年 7月、49号）、稲
葉馨「検察関係国賠訴訟の動向―都立富士高校放火無罪国賠訴訟控訴審判決（昭和高裁昭
和 62・12・24）を機縁として」『ジュリスト』（1988年 5月 1日、907号）。当時の肩書き
は日比（『終末から』編集部）、八木（毎日新聞記者、東京部落解放研究会会員）、高橋（ル
ポライター）、百瀬（弁護士）、稲葉（熊本大学助教授）である。 
９「都立富士高でナゾの出火 三か所から同時に炎」『読売新聞』（1973年 10月 26日夕刊）、
「富士高また放火 教室など 3ヵ所 深夜若い男を目撃」『朝日新聞』（1973年 10月 26日
夕刊）、「また放火でボヤ 都立富士高」『毎日新聞』（1973年 10月 26日夕刊）「都立富士
高校で放火 三ヵ所で燃える すぐ消す」『東京新聞』（1973年 10月 26日夕刊）など。 
１０前掲、石井彰「いつか誰かが火をつけて―教育・差別・私―」256頁。 
























２１「判例特報① 富士高校放火事件決定」763号、1975年 2月 11日）19頁。 
２２「定時制生徒が放火自供 都立富士高火事」『朝日新聞』1973年 11月 24日夕刊。 




















２５「定時制生徒浮かぶ 都立富士高の放火事件」『毎日新聞』1973年 11月 24日朝刊。 








































1975年 12月）、「3月 29日富士高放火事件デッチ上げ A君控訴審判決」（107号、1978
年 3月）、「富士高放火事件・A君デッチ上げ裁判」（108号、1978年 4月）、「三つのえん罪













































５９「富士高校放火事件 証拠なく自供も信用できぬ 捜査を厳しく批判 東京地裁 別件
の盗みだけ有罪」『朝日新聞』（1975年 3月 7日夕刊）。 
６０「富士高放火 別件逮捕の被告無罪 自白、信用できない 取調べに数々の違法」『毎日
新聞』（1975年 3月 7日夕刊）。 
６１「判例特報② 都立富士高校放火事件控訴審判決」『判例時報』（892号、1978年 8月 21
日）44頁。 
６２同前、42～43頁。 
６３「富士高放火 『自白強制』高裁も支持 全調書を不採用 『別件逮捕』は違法性なし」
『読売新聞』（1978年 3月 30日朝刊）。 
６４「『自白の信用性疑問』 富士高放火えん罪裁判 検察の控訴棄却」『毎日新聞』（1978
年 3月 30日朝刊）。 
６５「判例特報② 都立富士高校放火事件無罪国家賠償第一審判決」『判例時報』（1122号、





1988年 6月 11日）62頁。 
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７３「違法な取り調べ 高校放火えん罪に賠償命令 東京地裁判決 誘導で自白強要 新証
拠なしに控訴」『朝日新聞』（1984年 6月 30日朝刊）。 
７４「富士高放火無罪事件 国と都に賠償命令 東京地裁『取り調べは違法』」『毎日新聞』
（1984年 6月 30日朝刊）。 




















































































































直した。」（同前、115 頁）と、その「純粋」な感情に納得するようになる。もっとも D と
132 
 





１１６無名生「読者から」『アドン』（3巻 2号、1976年 2月）138頁。 





レットの発見！今週のホモ本 第 73回 覗きマニア、制服フェチ、SM好きのホモ、レズビ
アン同好会「若草の会」の代表らをインタビューした、田原総一郎『ドキュメント 第三の
性』」（2chopo、2015年 8月 23日、http://www.2chopo.com/article/detail?id=1425、2015
年 11月 5日閲覧）。 
１１９T・A「YOUR VOICE」『ムルム』（9号、1979年 1月）141頁。なお Aは「小説」と













































 第 1節 「文化的退廃」への対抗 








ち追加公認 1 人）の国会議員を当選させることに成功、野党第 2 党へと躍進する。だが、
部落解放同盟・社会党や新左翼運動との対立、民社党の春日一幸による共産党批判、いわ
ゆる創共協定の成立とその破綻などがあり、党勢は必ずしも安定しなかった。 






















































































































  第 2項 対抗的主体としての「青年」 
 














































































  第 3項 新聞・雑誌の反応 
 



































































76 年 8 月にある共産党市議が謎の失踪をつげ、同性愛行為をおこなう「ハッテン場」にお
いて窃盗容疑で逮捕されると事態は変転していく。 
 
第 2節 共産党市議窃盗事件 
第 1項 共産党の見解 
 







補し、見事初当選を果たした。しかし、76 年 7 月下旬以降自宅から突然姿を消し、都内を
転々としていた。共産党は 8月 31日に除名処分しており、9月 3日の逮捕を受けて渋谷警







































































































































































































































































































１５「政治・経済・道徳的危機を打開 救国・革新の国民的合意へ全力 宮本委員長が会見 













                                                                                                                                                     
２１上田耕一郎「国民的合意と退廃文化の問題」『赤旗』（1975年 8月 3日）。 
２２同前。 
２３商業主義的なポルノ批判は『赤旗』で取り上げられ、「徹底取材レポート テレビを見つ



















３２「提案に心から共鳴 母親として寒心に耐えない」『赤旗』（1975年 8月 11日）。投稿者
は一般市民であることから引用はタイトルのみとした。以下同じ。 
３３「ポルノ退廃文化 市民的な抵抗が大切」『赤旗』（1975年 8月 12日）。 
３４「青年の人間性を否定する商業主義」『赤旗』（1975年 8月 15日）。 
３５「民族的誇りと民主主義の息吹を感じる」『赤旗』（1975年 8月 21日）。 
３６「日本の恥部を露呈 まかり通る俗悪番組」『赤旗』（1975年 8月 26日）。 
３７「若者の心を食い荒らすもの」『赤旗』（1975年 8月 15日）。 
３８「退廃との思想闘争は、民主的青年運動の重要課題」『赤旗』（1976年 1月 8日）。 
３９同前。 
４０同前。 




４５「新しいモラル確立へ」『赤旗』（1976年 1月 14日）。 
４６「退廃現象にメス」『赤旗』（1976年 1月 14日）。 
４７「学寮を成長の場に」『赤旗』（1976年 1月 17日）。 
４８同前。 
４９「退廃との闘争 反響よぶ共産党の論文 未来ひらく健全なモラルを 無責任な退廃合
理化論を批判」『学生新聞』（638号、1976年 1月 21日）。 
５０草鹿外吉「高い理想と責任感を」『赤旗』（1976年 1月 17日）、橋本宏子「ともに手をつ
ないで」同、山田和夫「退廃こそ思想攻撃」同。嶋津千利世「憂うべき現状へ警鐘」『赤旗』
（1976年 1月 18日）。丸木政臣「根源とたたかう勇気」『赤旗』（1976年 1月 20日）。 
５１「新道徳形成ねらう ポルノ映像も告発 表現自由絡む難問 宮本委員長の“文化革命”
論」『朝日新聞』（1975年 7月 31日朝刊）。 
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５２同前。 
５３「デスク討論 共産党ポルノ“規制”」『読売新聞』（1975年 8月 2日朝刊）。 
５４「ポルノ宮本発言 『誰にも迷惑かけぬ』井上ひさし氏 『営利主義が目立つ』奥野誠














５９前掲、「「波紋広がる 純潔のすすめ 共産党の説明と批判の声」。 
６０野坂昭如「特別寄稿 えらいお固いこというてまんな 日本共産党の『ポルノ綱領』批




刊読売』（35巻 4号、1976年 1月 24日）137頁。 
６４同前、139頁。 
６５「『赤旗』に性乱脈を指摘された 同志社大学女子寮の相関図絵」『週刊新潮』（21巻 3











６７「共産党市議が盗み 三鷹 以前は『模範的活動家』」『朝日新聞』（1976年 9月 8日朝
刊）。  
６８永田久光『赤旗戦略』（講談社、1973年）。 
６９「『仕事に行き詰まり』旅館転々 共産党三鷹市議が盗み」『毎日新聞』（1976年 9月 8
日朝刊）。 
７０「三鷹市議（共産）が旅館荒らし 『失踪』中に十数件 『仕事が重荷になり』党は昨
月除名処分」『読売新聞』（1976年 9月 8日朝刊）。 
７１「NEWS 三面鏡 ジキルとハイドに耐えられず 昼は党活動、夜は『仮面』の世界」




                                                                                                                                                     
７３同前。 
７４同前。 
７５「Zすでに除名 共産党三多摩委 田中委員長が談話」『赤旗』（1976年 9月 8日）。 
７６「党にかくれ二重生活 失踪―窃盗容疑の Z」『赤旗』（1976年 9月 9日）。 
７７同前。 
７８同前。 
７９「前三鷹市議 Zの問題をきびしく戒めとして」『赤旗』（1976年 9月 11日）。 
８０同前。 
８１「前三鷹市議 Z問題をどうみる」『赤旗』（1976年 9月 19日 日曜版）。 
８２ 「今週の焦点② ドロボウを捕まえてみれば元共産党市議も“ホモ”だった」『週刊大













号、1976年 9月 25日）148頁。 
９４同前、148頁。 














巻 38号、1976年 9月 23日）136頁。 
９７同前、139頁。 
９８「ホモ議員にモミモミ集金人！ 鉄の規律からはみ出す共産党員ハレンチ事件」『週刊サ
ンケイ』（25巻 48号、1976年 9月 30日）20頁。 
９９同前、23頁。 
１００同前、23頁。 









１０４茨木良和「前三鷹市議Ｚの問題とその教訓を生かす道」『赤旗』（1976年 9月 26日）。 
１０５前掲、「混迷列島事件ワイド１ 共産党市議が模範党員からホモ旅館でロッカー荒らし
に“転向”するまで」36頁。 

























































































































































































中野聡「アメリカ LGBT史のアプローチ」『歴史評論』（763号、2013年 11月） 
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A「青空の見えた日 “同性愛裁判”・「富士高校放火事件」勝利までの記録③」『ムルム』（8号、1978年 11月） 
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高橋一穂「犯罪の研究⑩―富士高校放火事件―」『創』（8巻 11号、1978年 11月） 
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年 1月 22日） 
日比幸一「Aさんのこと」『終末から』（9号、1974年 10月） 
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「ゲイボーイの生活と意見」『明星』（7巻 4号、1958年 3月 1日） 
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「特集 日本人の性道徳」『中央公論』（70巻 12号、1955年 12月） 
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「特集 性」『思想』（No.388、1956年 10月） 
「特集 高橋鐡」『えろちか』〈臨時増刊号〉（38号、1972年 6月） 
「現代のエスプリ別冊 現代人の異常性③ 性と愛の異常」『現代のエスプリ』（3号、1976年 2月） 
 
「判例特報① 富士高校放火事件決定」『判例時報』（763号、1975年 2月 11日） 
「判例特報③ 富士高校放火事件第一審判決」『判例時報』（777号、1975年 7月 1日） 
「判例特報② 都立富士高校放火事件控訴審判決」『判例時報』（892号、1978年 8月 21日） 
「判例特報② 都立富士高校放火事件無罪国家賠償第一審判決」『判例時報』（1122号、1984年 9月 21日） 











  日本の性的マイノリティの動向 その他の出来事 
1945 男色研究家岩田準一死去 日本、敗戦 
1946   日本国憲法公布 
1948 上野で、男娼が警視総監を殴打する事件発生   
  銀座にゲイバー「ブランスウィック」開店   
1949 三島由紀夫『仮面の告白』発表   
1950 『奇譚クラブ』創刊 朝鮮戦争勃発 
  『人間探究』、『あまとりあ』創刊   
1951 三島由紀夫『禁色』発表 サンフランシスコ講和条約、日米安全保障条約調
印 
  新宿要町にゲイバー「イプセン」開店   
1952 会員制雑誌『アドニス』創刊   
1953 『風俗草紙』創刊   
  『風俗科学』創刊   
1955   悪書追放運動盛り上がる、「風俗雑誌」が休廃刊に
追い込まれる 
    「55 年体制」成立 
1957 太田典礼編著『第三の性』出版   
  丸山（美輪）明宏「メケメケ」のヒットする   
1959 富田英三『ゲイ』出版 売春防止法施行（新宿二丁目のゲイタウン化進行） 
1960 『風俗奇譚』創刊 日米新安全保障条約発効 
1962 ゲイバー「夜曲」で殺人事件発生   
1964 中井英夫『虚無への供物』出版 東京オリンピック 
  ゲイ会員制雑誌『薔薇』創刊   
1966 東郷健『陰花植物群』出版   
1967     
1968 『週刊プレイボーイ』にゲイカップルの結婚式の様子が報道される   
1969 『GREEN LETTER』創刊 日本万国博覧会 
1970 三島由紀夫、市ヶ谷の自衛隊駐屯地で割腹自殺   
1971 ゲイ雑誌『薔薇族』創刊   
  丸山（美輪）明宏『紫の履歴書』出版   
  東郷健、参議院議員選挙に出馬   
  レズビアン・サークル「若草の会」が始動   
1972 カルーセル麻紀が「性転換」手術おこなう 沖縄、本土復帰 
  月刊タブロイド紙『アドニスボーイ』発行   
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1973 新宿二丁目のゲイバー組合「東京睦友飲食会」結成 オイルショック 
  富士高校放火事件   
1974 おなべばー「貴公子」開店   
  ゲイ雑誌『さぶ』創刊   
  ゲイ雑誌『アドン』創刊   
1976 伊藤文学、新宿に「祭」開店   
  日本同性愛解放連合発足   
1977 ゲイ団体「フロントライナーズ」発足   
  ゲイ団体「プラトニカ」発足、ミニコミ『プラトニカ』発行   
  ゲイのライフスタイル雑誌『ムルム』創刊   
1978 大塚隆史、ラジオ番組「スネークマンショー」の DJ をつとめる   
  ゲイ雑誌『スーパーモンキー』創刊   
  ゲイ雑誌『THE KEN』（のち『ザ ゲイ』に改題）創刊   
  東京都の共産党市議、窃盗で逮捕。のちゲイであることをアウティングされ、非難される   
1979 ゲイ団体「ジャパン・ゲイ・センター」発足。『JGC ニュース』発行   
  アマチュア女装クラブ「エリザベス会館」オープン   
1980 女装雑誌『くいーん』創刊   
  歌手の「レズ疑惑」報道   
1981 レズビアン雑誌『EVE＆EVE』創刊   
1982 ゲイ雑誌『サムソン』創刊   
1983 タレントの自殺、のち交際相手がタレントのセクシュアリティを公表   
1984 IGA 日本（International Gay Association)発足   
1985 「上方 DJ 倶楽部」発足。   
  厚生省、エイズの日本人患者第一号を一時帰国したアメリカ在住のゲイと発表   
1986 「動くゲイとレズビアンの会」（OCCUR）結成   
1987 レズビアン団体「れ組スタジオ・東京」発足、『れ組通信』発行   
  IGA 日本、ILGA（International Lesbian Gay Association)日本に改称   
  エイズ予防財団、設立   
1988 OCCUR、「エイズ予防法案」に対して厚生省へ申し入れ   
  ILGA 日本、AIDS サポートグループを設置   
1989 ILGA 札幌ミーティング発足 昭和天皇、死去。 
  「エイズ予防法」施行（のち性感染症に統合） ベルリンの壁崩壊 
1990 ILGA 名古屋発足   
  パソコン通信によるゲイ、トランスジェンダーのサイトオープン   
1991 女性誌『クレア」が特集「ゲイ・ルネッサンス」を組む。一般誌でゲイの特集が組まれる 湾岸戦争勃発 
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  ＯＣＣＵＲ、「府中青年の家事件」を起こした東京都を相手取り提訴 ソ連崩壊 
  伏見憲明『プライベート・ゲイ・ライフ』刊行   
  『らせんの素描』公開   
  早稲田大学でゲイとレズビアンのサークル「GLOW」発足   
  エイズ予防財団のポスターに抗議がなされる   
  OCCUR の申し入れにより、『広辞苑』の「同性愛」の記述が改訂（こののち、辞典類の改訂
進む） 
  
1992 第一回国際レズビアン・ゲイフィルム＆ビデオ・フェスティバル開催   
  掛札悠子『「レズビアン」である、ということ』刊行   
  フジテレビ「NONFIX」で「ピンクトライアングル―素顔の同性愛者たち」放映   
  仙台のゲイグループ「E-becha」発足   
  レズビアンミニコミ誌『LABRYS』発行   
  ゲイの劇団「フライングステージ」旗揚げ公演   
1993 「ゲイ・フロント関西」発足   
  聴覚障害者のゲイ団体「Tokyo Gay Deaf Community」発足   
  横須賀米軍基地で米兵が同性愛をめぐって殺人事件起こす   
  日本テレビ「同窓会」放映   
  橋口亮輔監督、『二十歳の微熱』公開   
1994 ゲイ雑誌『Badi』創刊   
  名古屋にプライベート・ゲイ・ライブラリー「吉川図書館」開設（のち閉鎖）   
  府中青年の家事件の裁判、OCCUR 側の勝訴判決   
  「FTM日本」発行   
  ゲイ・フロント関西の抗議により大阪府健全育成条例が改正される   
  東京で第一回レズビアン・ゲイパレード開催   
  レズビアン団体「国際ビアン連盟」発足   
  掛札悠子、伏見憲明による全国横断講演「LOG キャラバン」を全国九都市でおこなう   
  中田統一監督、映画「大阪ストーリー」イギリスで公開（日本では 1996 年）   
1995 日本精神神経学会、同性愛を「性的逸脱」とは見なさないと表明 阪神淡路大震災 
  NHK 衛星第二放送「真夜中の王国―サンクチュリア」でゲイ・レズビアンを取り上げる（四
回分の放送予定が一回で放送中止 
地下鉄サリン事件 
  ゲイ雑誌『ジーメン』創刊 沖縄少女暴行事件 
  レズビアンとバイセクシュアル女性のためのコミュニティセンター「LOUD」発足 Windows95 発売 
  レズビアン・バイセクシュアル女性のための商業誌『フリーネ』創刊 エヴァンゲリオン放映 
  ミュージシャンの笹野みちる、カミングアウト 「戦後 50 年」 
1996 レズビアン・バイセクシュアル女性のための商業誌『アニース』 薬害エイズ事件で刑事訴訟 
  札幌で第一回パレードが開催   
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  東京で第三回レズビアン＆ゲイパレード開催、2000 年までパレード休止   
  埼玉医大、「性転換手術」を正当な医療行為と位置付ける答申を発表   
1997 日本精神神経学会「性転換手術」に関するガイドライン発表   
  府中青年の家裁判、控訴審も OCCUR 側が勝訴。都側は上告せず   
1998 福島次郎『三島由紀夫―剣と寒紅』刊行。遺族からの訴えで回収   
1999 TBS 系番組「ここがヘンだよ日本人」でゲイが取り上げられる 石原慎太郎東京都知事就任 
  ゲイ雑誌『ファビュラス』創刊   
  伏見憲明責任編集『クィア・ジャパン』創刊   
2000 新木場殺人事件発生 「ストーカー規制法」成立 
  東京で「東京レズビアン＆ゲイパレード 2000」開催   
  東京レインボー祭り開催   
  HIV 啓発イベント「SWITCH2000」が大阪で開催   
  東京都、人権指針の骨子から同性愛除外（のち復活）   
2001 「セクシュアル・マイノリティ教職員ネットワーク」結成 米同時多発テロ事件 
  名古屋で HIV 啓発イベント開催 米、アフガニスタンへ軍事侵攻 
  法務大臣諮問機関「人権擁護推進審議会」最終答申に、性的指向による差別明記 DV 防止法成立 
  『週刊金曜日』での「おかま」という言葉をめぐり論争   
2002 厚生労働省、「同性間性的接触におけるエイズ予防対策に関する検討会」設置 サッカー日韓ワールドカップ 
  ラッパー「キングギドラ」の曲に同性愛差別の歌詞があり、CD 回収   
  同性愛者のライフスタイル創造マガジン『にじ』創刊   
2003 宮崎県都城市「人権擁護条例」成立。性的指向を理由とする差別を禁止 イラク戦争 
  東京世田谷区議会議員選挙で性同一性障害とカミングアウトした上川あや当選   
  新宿二丁目に HIV／AIDS のコミュニティセンター「akta」開設   
2004 福岡県八女市「男女共同参画条例」成立。性同一性障害の差別禁止。同性愛は除外 イラク人質事件発生 
  「性同一性障害特例法」成立   
2005 大阪府議の尾辻かな子、公職で初めてレズビアンであるとカミングアウト   
  「黒ひげ危機一発」 のパロディ商品が同性愛差別であるとして抗議起こる   
2006 都城市、条例の性的指向の文言削除   
  大阪市、ダブルの部屋を男性同士という理由で拒否したホテルを指導   
2007 民主党、大阪府議の尾辻かな子を参議院議員候補を立てる（落選、のち復活当選）   
  携帯会社のフィルタリング機能に「同性愛」の項目があり、問題化   
2008 東京弁護士会、東京拘置所に同性愛雑誌の閲覧不許可は人権侵害に当たるとして、警告   
2009   オバマ米大統領就任 
2010 石原慎太郎都知事、「同性愛者は気の毒」発言   
  同性間カップルにおける DV 被害を救済と報道   
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2011 東京都中野区議会議員選挙で石坂わたる、豊島区議会議員選挙で石川大我がそれぞれ当選 東日本大震災 
2012 東郷健死去 総合自殺対策大綱の見直し 
  『週刊ダイヤモンド』・『週刊東洋経済』で LGBT特集を組む   
  電通、LGBTの「実態調査」をおこない、5.2％と発表   
  LGBT成人式開催、翌年以降各地で開催   
2013 東京ディズニーリゾートで同性結婚式   




2015 LGBT議員連盟発足   
  渋谷区、男女平等及び多様性を尊重する社会を推進する条例成立   
  世田谷区、「パートナーシップ」要綱発表   
  「LGBT法連合会」発足   
  文部科学省「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について」発表   
  企業で同性カップル向けの商品が開発   
出典：伏見憲明『増補版 ゲイという[経験]』（ポット出版、2004 年）、「特集 1971～2001 コ
ミュニティの歴史』、各種新聞記事ほか 
